日本有機農業協同組合　加入申込書
日本有機農業協同組合　代表理事組合長　小祝　政明　殿
私は、貴組合の目的に賛同し、定款および諸規程を遵守することを誓い、以下の通り加入を申し込みます。また、本申し込みにあたり、下記事項（反社会的勢力ではないことの表明・確約）について虚偽がないことを表明し、将来にわたっても遵守することを確約いたします。
1. 申込者情報
	項目
	内容

	区分（個人・法人・団体の別）
	☐ 個人　　☐ 法人　　☐ 団体

	氏名又は名称 （法人・団体の場合は正式名称）
	

	代表者氏名 （法人・団体の場合のみ記入）
	

	生年月日又は設立年月日
	　　　　年　　　　月　　　　日

	住所又は所在地 （名簿記載住所）
	〒

	通知・催告の届出先 （上記と異なる場合のみ記入／定款第6条）
	〒

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	職業 / 事業内容
	


2. 組合員資格および出資の申し込み
1. 加入種別：　☐ 正組合員（農業者）　　☐ 准組合員（農業者以外）
1. 組合員資格区分（該当するものを1つチェックしてください。詳細は巻末「正組合員要件・准組合員要件」参照）
1. 正組合員の場合：　☐ 正-(1) 個人・10a以上耕作　　☐ 正-(2) 個人・年60日以上従事　　☐ 正-(3) 農業を営む法人
1. 准組合員の場合：　☐ 准-(1) 地区内個人・事業利用が適当　　☐ 准-(2) 物資供給等1年以上・地区内勤務　　☐ 准-(3) 物資供給等1年以上・地区外個人　　☐ 准-(4) 地区内の農業協同組合　　☐ 准-(5) 農用地利用改善事業実施団体　　☐ 准-(6) 地区内個人が主体の団体等
1. 出資金額：　1口 10,000円
1. 申込口数：　＿＿＿＿＿＿＿ 口（最大1,000口まで）
1. 出資合計額：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 円
1. 払込予定時期：　組合による審査・承認後、指定口座へお振込みください。
3. 提出書類とお届け方法
以下の書類（写し）をご同封ください。重要書類を含みますので、簡易書留やレターパックなど「追跡可能な方法」での送付を推奨いたします。
【個人の場合】
1. ☐ 本人確認書類の写し（運転免許証、マイナンバーカード等）
1. ☐ 農業経営の要件確認書類（※正組合員希望者のみ）
（農業委員会の経営状況証明書、確定申告書、固定資産台帳などいずれか１つ）
1. ☐ JAS認証（※認証している場合）
1. ☐ 栽培履歴、土壌分析、施肥設計に関する資料（下記5⑶参照）
【法人の場合】
1. ☐ 履歴事項全部証明書（※）
1. ☐ 定款（またはこれに代わる書類）（※）
1. ☐ JAS認証（※認証している場合）
1. ☐ 栽培履歴、土壌分析、施肥設計に関する資料（下記5⑶参照）
※法人の実存および事業内容確認のために必要となります。
4. 組合員資格の欠格事由（定款第10条第4項）及び反社会的勢力の排除に関する表明・確約
定款第10条第4項の規定により、次に掲げる定款別表各項の1に該当する者は、この組合の組合員となることができません（組合員資格の欠格事由）。
【別表第1項】
暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から5年を経過しない者、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ又は特殊知能暴力集団等、その他これらに準ずる者（以下「暴力団員等」という。）
【別表第2項】次の各号の1に該当する者
（１）暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること
（２）暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること
（３）自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもってするなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること
（４）暴力団員等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認められる関係を有すること
（５）役員又は経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有すること
私は、現在および将来にわたって、上記【別表第1項】及び【別表第2項】のいずれにも該当しないこと、並びに不当な利用や資金提供を行わないことを表明し、確約します。本表明に虚偽があった場合は、定款第10条第4項の欠格事由に該当し、又は定款に基づき除名処分を受けても異議ありません。
5. 出荷および品質管理に関する同意事項
私は、農産物を出荷する際、当組合が有機農業に特化した組織であることを理解し、当組合の出荷部会の定める以下の事項と別途定める出荷部会規約に従い出荷することに同意いたします。
（1）出荷基準の遵守
当組合を通じて出荷する農産物は、原則として、有機JAS認証を受けた農産物または特別栽培農産物に係る表示ガイドラインに基づく特別栽培農産物とし、当組合が定める栽培基準および出荷基準を満たすものに限ります。
（2）慣行栽培農産物の取扱い
当組合の理念およびブランド価値を維持するため、当組合が別に承認した場合を除き、慣行栽培によって生産された農産物を、当組合を通じて出荷、販売または取引しません。
（3）栽培履歴等の提出
当組合から求められた場合は、栽培履歴、使用資材、農薬および肥料の使用状況、認証書その他の出荷基準への適合を確認するために必要な資料を提出します。
（4）品質基準および検査への協力
出荷部会が定める選別基準、品質基準、表示基準、包装基準および検査体制に従い、必要な確認、検査および改善措置に協力します。
（5）基準違反時の対応
出荷した農産物が当組合の栽培基準または品質基準に適合しないことが判明した場合は、出荷停止、返品、回収その他当組合が必要と判断した措置に従います。


申込日：令和＿＿＿＿年＿＿＿＿月＿＿＿＿日
氏名（自署）：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　印
（法人の場合は名称および代表者職氏名）
事務局使用欄
	受付日
	審査・承認日
	加入年月日
	払込確認日
	組合員番号

	__/__/__
	__/__/__
	__/__/__
	__/__/__
	No.


※本様式による加入の加入事由は「申込」として組合員名簿に記録します。


	正組合員要件
	准組合員要件

	（１）10アール以上の土地を耕作する農業を営む個人であって、その住所又はその経営に係る土地若しくは施設がこの組合の地区内にあるもの
（２）１年のうち60日以上農業に従事する個人であって、その住所又はその従事する農業に係る土地又は施設がこの組合の地区内にあるもの
（３）農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が300人を超え、かつ、その資本の額又は出資の総額が３億円を超える法人を除く。）であって、その事務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内にあるもの
	（１）この組合の地区内に住所を有する個人で、この組合の事業を利用することが適当と認められるもの
（２）この組合から定款第7条第2号の事業に係る物資の供給又は役務の提供を1年以上継続して受けているこの組合の地区内に勤務地を有する個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの
（３）この組合から定款第7条第3号又は第4号の事業に係る物資の供給又は役務の提供を1年以上継続して受けているこの組合の地区外に住所を有する個人であって、引き続きこの組合の事業を利用することが適当であると認められるもの
（４）この組合の地区の全部又は一部を地区とする農業協同組合
（５）農業経営基盤強化促進法第23条第1項の認定を受けた農用地利用規程で定めるところに従い農用地利用改善事業を行う団体（その実施区域の全部又は一部がこの組合の地区内にあり、定款10条2項第1号又は第2号に該当する正組合員が主たる構成員となっているものに限る。以下「農用地利用改善事業実施団体」という。）であって、この組合の事業を利用することが適当であると認められるもの
（６）農事組合法人等この組合の地区内に住所を有する定款10条2項第1号又は第2号に掲げる者が主たる構成員となっている団体で、協同組織のもとに当該構成員の共同の利益を増進することを目的とするものその他この組合又は同項第1号若しくは第2号に掲げる者が主たる構成員若しくは出資者となっている団体であって、この組合の事業を利用することが適当であると認められるもの



